



なわち、延べ 218 名の点訳者は、819 冊の点訳本を昭和 16 年 1 月から昭和 23 年 3 月までの 87




　This paper reported on the record of braille transcription work by volunteers in the Japan 
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はじめに
　全国の津々浦々で紀元二千六百年の祝賀が行われた 1940（昭和 15）年 11 月 10 日、本間一夫
は日本盲人図書館を創設した。社会福祉法人日本点字図書館の前身となる日本盲人図書館の活動











　創設 75 周年に当たる節目となった 2015（平成 27）年、日本点字図書館は、日本盲人図書館の
史実を紐解くために不可欠な 2つの貴重な資料を発見した成果を報告するため、『本間一夫と日
本盲人図書館：本間一夫生誕百年記念出版』を刊行した。筆者は、2012（平成 24）年 9 月に帰
館した日本盲人図書館の 210 冊の「蔵書」と 2,261 枚の「貸出カード」の分析を担当し、帰館し
た点字図書には、点訳書 70 冊（点訳寄贈書 44 冊、点写寄贈書 26 冊）と、点字出版書 140 冊（明






された点訳奉仕活動の動向は、蔵書数からみると、1940（昭和 15）年の 700 冊、1941（昭和 16）
年の 1,300 冊、1942（昭和 17）年の 1,700 冊、1943（昭和 18）年の 2,300 冊、1947（昭和 22）年
の 3,027 冊である（日本点字図書館 50 年史編集委員会　1994：303）。このうち点訳本と点訳者
数は、1944（昭和 19）年 8 ヵ月計の延べ 69 名で 115 冊（4 月～ 6 月の延べ 21 名で 39 冊、7 月
～ 8月の延べ 22 名で 32 冊、9月～ 11 月の延べ 26 名で 44 冊）である（日本点字図書館 50 年史
編集委員会　1994：226）。しかし、2010 年に日本点字図書館が発行した『点字とあゆんだ 70 年：
日本点字図書館点訳奉仕活動の記録』22 頁の「点訳奉仕者の活動実績」によれば、1944（昭和
19）年 4月～ 10 月までの奉仕者数は延 69 名で蔵書製作数 115 冊であり、その他の年度の数値は
「不明」であると記載されている。また、「本間一夫と日本点字図書館」に造詣が深い谷合は、「こ
の時期の点訳奉仕者の数は不明であるが、昭和 18 年末の 2,300 冊から昭和 22 年の末 3,027 冊へ




















日は 2013 年 11 月 2 日である。整理責任者である図書製作部点字製作課点訳書製作室の課長（当






　昭和 16 年 1 月～昭和 23 年 3 月までの全受け入れ期間 87 か月に対して、受け付けのあった期
間は 85 か月であり、受け付けられた点訳本の合計は 819 冊に上った。
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　点訳本の受け付けがもっとも多かったのは昭和 19 年の 211 冊、次いで昭和 18 年の 201 冊であ
る。昭和 19 年 3 月には、東京の戦火を逃れて、茨城県結城郡総上村に疎開し、昭和 20 年 4 月に
本間の郷里である北海道増毛に再疎開をするまでの 12 か月間、宗道郵便局から貸出を続けた時
期に当たる。昭和 19 年 3 月～ 12 月の 180 冊と、昭和 20 年 1 月～ 3月の 36 冊を合わせてみると
216 冊を数えることになる。茨城の疎開先での貸出活動は多忙を極めていたことが推察される。
　二度目の疎開をすることになった昭和 20 年 4 月～昭和 23 年 3 月の間には、197 冊の点訳本の
受け付けが認められた。終戦後の昭和 20 年 8 月～ 12 月の 31 冊、昭和 21 年の 62 冊、昭和 22 年





　昭和 16 年 1 月～昭和 23 年 3 月までの全受け入れ期間 87 か月に対して点訳奉仕活動を支えた
点訳者数は、延べ 218 人に上った。
　寄贈点訳本の 202 冊は、奉仕活動に尽力された延べ 218 人の手によって点訳されたことが判明
した。
表 1　日本盲人図書館点訳本の受け入れ記録（単位：冊）
昭和 16 年 昭和 17 年 昭和 18 年 昭和 19 年 昭和 20 年 昭和 21 年 昭和 22 年 昭和 23 年 合計
1月 0 6 10 15 14 9 11 3 68
2 月 3 15 9 16 12 2 6 7 70
3 月 4 9 9 24 10 3 4 2 65
4 月 3 16 13 12 4 14 7 0 69
5 月 6 7 11 19 5 1 7 0 56
6 月 3 5 17 10 4 5 5 0 49
7 月 6 15 14 14 9 3 7 0 68
8 月 0 7 10 17 2 2 6 0 44
9 月 4 7 20 17 2 10 6 0 66
10 月 7 18 17 28 7 5 3 0 85
11 月 4 13 12 21 14 7 4 0 75
12 月 2 13 59 18 6 1 4 0 103
不明 0 1 0 0 0 0 0 1
合計 42 131 202 211 89 62 70 12 819































11 32 59 57 21 16 17 5 218
点訳本数
（冊）
42 131 202 211 89 62 70 12 819





1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 合計
1 岩元正雄 2 1 1 4
2 沓名芳枝 1 1 1 3 2 8
3 後藤静香 3 1 4
4 鈴木京子 3 1 4
5 高岡ツネヨ 1 1 1 3
6 沼波政子 2 3 5
7 福田　弘 1 1
8 堀川筆子 1 1
9 三浦みやけ 3 2 5
10 村松君子 1 2 1 1 5
11 山本篁 1 1 2






1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 合計
1 新　孝之輔 1 1 1 1 1 1 6
2 荒木邦男 1 1
3 阿波音次郎 2 2
4 粟村チエ子 1 1
5 伊藤正雄 1 1
6 岩見英利 2 1 3 6
7 岩元正雄 2 1 1 1 2 7
8 岡崎富輔 2 1 1 4
9 上條ひさ枝 1 1 1 1 1 5
10 沓名芳枝 1 2 1 2 3 3 2 1 15
11 後藤静香 1 1 2
12 桜井正代 1 1 2
13 清水たへ子 1 1
14 杉橋親次 2 3 2 7
15 杉本利明 2 2
16 鈴木京子 2 2
17 鈴木将美 2 2
18 高岡ツネヨ 2 1 3 1 3 10
19 高橋豊治 2 2
20 トーセイ学園 3 3
21 直井　鉄 1 1
22 沼波政子 2 3 5
23 羽田光一 1 1
24 福田　弘 1 1 1 1 4
25 堀川筆子 3 3
26 松原雪江 2 2 4
27 丸田恭子 1 1
28 三浦みやけ 1 3 1 1 1 1 3 11
29 村松君子 7 1 1 1 5 15
30 村松そよ 1 1
31 山本　篁 1 1
32 吉野　耕 2 1 3
合計 6 15 9 16 7 5 15 7 7 18 13 13 131





1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 合計
1 浅田知恵 1 1 2
2 新　孝之輔 1 2 2 5
3 荒木邦男 1 1
4 粟村チエ子 2 2
5 井添冨久代 1 1
6 伊東茂子 4 2 6
7 伊藤正雄 1 1 1 1 4
8 井上寛子 1 1
9 岩見英利 2 2 4
10 内田須規子 3 3
11 大森紀子 1 1
12 岡崎富輔 2 2 1 1 6
13 小倉富司子 5 5
14 尾崎啓一 3 1 4
15 鴛淵佐智子 2 2
16 各務房子 1 2 2 1 2 8
17 賀来百合子 1 1
18 上條ひさ枝 1 2 3
19 岸　登烈 5 5
20 木下歌子 1 1
21 後藤静香 1 1
22 坂井きぬ 3 3
23 桜井正代 3 1 4




1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 合計
24 杉橋親次 2 1 1 4
25 鈴木京子 2 2
26 鈴木まつ 2 2
27 高岡ツネヨ 2 2 1 5
28 高須すみ子 1 3 1 1 6
29 高橋恵美子 1 1
30 竹重スミエ 1 1
31 田尻治男・芝峯武夫 1 1 2
32 橘　孝次郎 1 1 1 2 5






1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 合計
47 松原雪江 2 2 4
48 松本　功 1 1
49 丸田恭子 2 2
50 三浦みやけ 2 1 1 1 1 1 7
51 峰岸静江 1 1 1 3
52 宮島美穂子 1 2 3
53 村尾りつ子 1 2 1 4
54 村松君子 5 5
55 山田久子 2 2 4
56 山本正子 5 5
57 山本ゆき子（水谷） 3 3
58 吉田知子 2 2
59 吉野　耕 1 1 2
合計 3 0 4 3 4 3 5 2 7 3 2 9 45
34 富岡初恵 1 1 1 1 4
35 富田和子 8 8
36 直原輝夫 1 1
37 中平寿賀子 3 3
38 新山　重 1 1
39 沼波政子 3 2 5
40 羽田光一 2 2
41 林　次一 1 1
42 久田端葉 2 1 2 1 2 2 1 11
43 平井テル子 6 6
44 福田　弘 1 1 2
45 間垣洋助 1 1
46 増田白子 1 1 2 4
合計 6 3 5 6 3 4 8 1 5 8 4 30 83





1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 合計
1 相川七郎 1 1
2 青鹿園子 1 1 1 3
3 新　孝之輔 1 1 2
4 荒木邦男 1 1 2
5 新木寿子 1 1 1 1 4
6 井添富久代 1 1
7 伊東茂子 1 1
8 伊藤正雄 1 3 4
9 井上寛子 1 1
10 内田須規子 2 2 4
11 宇野幸子 2 2 2 4 3 13
12 漆原富美子（木下） 3 1 4 8
13 大関のぶ子 2 2
14 奥山貞子 1 1
15 小倉富司子 1 2 1 1 5
16 尾崎啓一 1 1
17 鴛淵佐智子 1 1 2 1 5
18 各務房子 2 1 1 1 1 1 1 1 9
19 柏原秀子 1 1 2
20 上條ひさ枝 1 1




1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 合計
21 岸　登烈 6 6
22 沓名芳枝 1 1
23 久保寺昌子 1 1
24 後藤静香 1 1
25 坂井きぬ 1 2 1 4
26 佐藤みよ 1 1 2 2 6
27 鈴木将美 2 2 4
28 鈴木まつ 1 1 1 2 2 7
29 高岡ツネヨ 2 1 3
30 高須すみ子 1 2 2 1 1 3 10
31 滝口まき 1 1
32 橘　孝次郎 1 1






1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 合計
41 久田端葉 1 6 1 1 1 10
42 平井テル子 1 1 2
43 福田　弘 1 1
44 増井白子 2 1 2 1 1 1 1 1 2 12
45 増田久栄 1 2 2 2 7
46 松村百合子 1 1 1 3
47 三浦みやけ 2 2
48 三添　了 1 1
49 峰岸静江 1 1
50 峰岸周七 5 1 6
51 村尾りつ子 1 1 2
52 村松君子 1 1
53 山田久子 3 2 5
54 山本正子 2 1 1 4
55 山本ゆき子（水谷） 1 1 2
56 横溝ミエカ 1 1
57 吉田知子 3 2 1 1 1 1 9
小計 3 6 13 5 6 3 3 2 7 8 8 5 69
34 戸田エダ 1 1
35 富岡初恵 1 1 2
36 富田和子 2 1 1 1 3 1 1 2 1 13
37 直原輝夫 2 2
38 中平寿賀子 1 1 1 3
39 丹羽一身 1 1
40 沼波政子 2 2
小計 7 5 7 2 8 4 6 3 6 13 6 4 71





1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 合計
1 相川七郎 1 1 1 2 1 2 1 2 2 3 16
2 宇野幸子 2 1 3
3 漆原富美子（木下） 2 2
4 各務房子 1 1
5 佐藤みよ 1 1
6 篠原幸子 1 1 2
7 富岡初恵 2 2
8 久田登美江 1 1
9 藤林とく 3 1 1 4 4 13
10 増井白子 1 2 1 1 5
11 増田久栄 1 1




1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 合計
1 相川七郎 1 1 1 2 1 1 7
2 新　孝之輔 2 1 3
3 新木寿子 1 1
4 内田須規子 2 2
5 宇野幸子 2 2 2 4 3 2 15
6 漆原富美子 2 1 1 4
7 小倉富司子 1 1
8 川瀬富恵 2 2
9 沓名芳枝 3 3
10 佐藤みよ 1 2 2 5
11 鈴木まつ 2 2
12 富田和子 2 1 3
13 久田端葉 2 2 1 5
14 藤林とく 1 2 2 1 1 1 8
15 増田久栄 1 1
16 松村百合子 1 1
17 峰岸静江 1 1
18 峰岸周七 4 3 2 9 18
19 村尾りつ子 2 2
20 山本正子 2 1 1 4
21 吉田知子 1 1
合計 11 12 10 4 5 4 9 2 2 9 14 7 89
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13 峰岸静江 1 1
14 峰岸周七 1 3 3 1 8
15 山田久子 4 4
16 山本正子 1 1




1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 合計
1 相川七郎 3 1 1 2 2 2 3 2 1 2 1 2 22
2 荒谷キク 2 1 1 4
3 宇野幸子 1 1
4 各務房子 2 2
5 沓名芳枝 2 2
6 小林隆平 2 2
7 佐藤みよ 1 1
8 廣部登茂子 2 2
9 藤林とく 3 2 1 1 2 1 1 1 12
10 増井白子 1 1 1 1 1 5
11 松村百合子 2 2
12 三浦みやけ 1 1
13 峰岸周七 3 2 1 6
14 山崎田鶴子 1 1
15 山田久子 1 1
16 山本正子 1 1 1 1 1 5
17 吉田知子 1 1




1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 合計
1 相川七郎 3 1 4
2 宇野幸子 1 1 2
3 藤林とく 2 2
4 増井白子 1 1
5 峰岸周七 2 1 3
合計 3 7 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12
















らせる、そのきっかけはこの日にあったと言える（立花 2010：2 － 3）。
　日本盲人図書館を支えたのは二つの点訳団体である。一つは、1942（昭和 17）年 4 月に発足
した「大日本点訳奉仕団」である。団長に後藤が、常務幹事に本間が就任し、事務局は日本盲人
図書館に置いた。もう一つは、1943（昭和 18）年 3月 20 日の毎日新聞が報じた、井上英会話ス





当蔵）の活動に注視していた（キャラミ・マースメ、河内清彦 2011：99 － 100）。























　社会福祉法人日本点字図書館の前身となる日本盲人図書館は昭和 15 年 11 月 10 日に創設され、







　この台帳閲覧結果から判明したのは、日本盲人図書館における昭和 16 年 1 月から昭和 23 年 3
月までの 7年 5 か月、すなわち 87 か月にわたる点訳奉仕活動の実態、①点訳本の受付を確認で
きたのは、全 87 か月のうち 85 か月であり、点訳本の寄贈がほぼ毎月あったこと、②また、この
85 ヶ月に寄贈された点訳本は 819 冊であり、③この間の点訳奉仕者は、延べ 218 名に上ったこ
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